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1. はじめに 
	 インターネットを利用し情報を検索するにあ

たり，近年最も広く利用されているのが検索エ

ンジンである．検索エンジンを用いた情報検索

は，検索結果として得られた Web ページ内の単
語の詳細情報を得たい場合には，新たに検索エ

ンジンで再検索し，選択する必要がある．Web
ページ作成者はハイパーリンクによって Web ペ
ージに関連する複数の情報を予め結合すること

が可能だが，これは Web ページ作成者が意図し
た関連のみで結合され，必ずしも閲覧するユー

ザのニーズに応えているとは限らない．そこで，

著者らは Web における利用者主導による情報資
源結合を実現するために，Web IndeX(WIX)シス
テムという情報資源表現形式の提案，開発を行

っている[1][2]． 
	 本研究は，WIX システムにおいて，ユーザが
ユーザ自身の興味のある単語について，それに

関連するニュースサイトの記事のような日々追

加されていく Web ページへアクセスすることを
可能にするための，WIX システム用のライブラ
リの更新システムを提案するものである． 
 
2. Web Indexシステム 
2.1. WIXシステムとWIXファイル 
	 キーワードと，ターゲットである URL の組み
合わせをエントリと呼ぶ．エントリの集合を

XML形式でまとめて記述したものをWIXファイ
ルという．WIX システムは，Web ページの文章
中に出現するキーワードを， WIX ファイル中の
エントリに基づき URL へのハイパーリンクに変
換するものである．ハイパーリンクへの変換を

アタッチと呼ぶ．	 WIX システムのユーザは，
ユーザ自身が利用したい WIX ファイルをブック
マークとしてあらかじめ登録しておき，ページ

閲覧中にアタッチすることができる． 

2.2 現在提供されているWIXファイル 
	 現在，WIX システムにおいて提供されている
WIX ファイルの種類は以下の二種類に限られて
いる． 
(1) URL が，対応付けられるキーワードそのもの
を含んでいるエントリからなるWIXファイル 
	 例として，Wikipedia の見出し語をキーワード
とし，当該単語の記事の URL をターゲットとし
たWIXファイルが挙げられる． 
(2) URL が，対応付けられるキーワードに対し変
化の小さいエントリからなるWIXファイル 
	 例として，企業の名称をキーワードとし，当

該企業の公式 Web サイトのホームページの URL
をターゲットとした WIX ファイルが挙げられる． 
	 現在の WIX システムで提供されているこれら
の WIX ファイルでは，ニュースサイトの記事の
Web ページのような，日々追加されていくコン
テンツに直接アクセスすることができない．こ

のようなコンテンツは Web 上にある情報資源の
中でも，リアルタイム性，速報性があるという

点で重要なものであるため，それらの Web ペー
ジへのアクセスを WIX システムにおいて可能に
することは必要性の高いことである．	

 
3. 自動ライブラリ更新システム 
3.1. システムの概要 
	 自動ライブラリ更新システムは，主にニュー

スサイトから配信される記事ページのような，

日々追加されていく Web ページに「結合」する
ことが可能な WIX ファイルの生成，自動更新を
可能にするシステムである．本システムの導入

により，WIX システムのユーザは，ユーザ自身
が興味を持つキーワードに関連する，ニュース

記事のような Web ページのうち最新のものに簡
単にアクセスすることが可能になる． 
	 本システムでは，以下の 3 ステップによって
WIXファイルの自動更新を行っている． 
(1) キーワード候補の登録 
(2) RSSファイルの登録と RSSアイテムの抽出 
(3) キーワード候補単語と RSSアイテムからエン
トリ生成 
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図	1	システム概要図	

	

システムの概要とデータの入出力を図 1 に示す．	

	

3.2. キーワード候補の登録 
	 エントリのキーワードの候補となる単語をキ

ーワード候補としてデータベースに登録する．

キーワード候補の単語群には，助詞や代名詞な

どのストップワードが含まれないようにする必

要がある．本システムでは，キーワード候補の

単語群として，日本語版 Wikipedia の見出し語約
200 万語から，一部ストップワードや数字のみの
見出し語などを取り除いて登録している． 
 
3.3. RSSファイルの登録と RSSアイテムの抽出 
	 本システムでは，日々追加されていく Web ペ
ージを収集する方法として，ニュースサイトな

どから提供されている，RSSを利用している． 
	 本システムでは，RSS フィーダから配信され
る RSS ファイルの URL を登録し，RSS アイテム
抽出モジュールにて RSS アイテムを取得する．
RSS アイテムには，Web ページの URL，Web ペ
ージのタイトルや更新日時が含まれている．本

システムでは，データベースに登録した RSS フ
ァイルに更新がないかどうかを定期的に問い合

わせ，追加された RSS アイテムをデータベース
に登録する． 
 
3.4. エントリ生成 
	 RSS アイテムの取得が終わると，次にエント
リ生成モジュールにおいて，WIX ファイルの更
新に用いるエントリの生成を行う．このモジュ

ールでは，RSS アイテムに含まれる Web ページ
のタイトルに，キーワード候補の単語が含まれ

ているかどうかを調べる．タイトルにキーワー

ド候補の単語が含まれていれば，含まれていた

単語をキーワード，RSS アイテム中の Web ペー

ジの URL をターゲットとしたエントリを生成し，
WIX ファイルに追加し，WIX ファイルを更新す
る．RSS アイテムが削除されていれば，WIX フ
ァイル中の対応するエントリを削除し，古い

Webページにはアクセスできないようにする． 
 
4.評価 
	 評価に当たって，Yahoo!JAPAN ニュース
(http://headlines.yahoo.co.jp/rss/list) で提供されてい
る RSS ファイル 443 個を登録したところ，2015
年 12 月 28 日 20 時に，9,879 個の RSS アイテム
を取得できた． 
	 エントリ生成時において，キーワード候補の

単語が含まれているかどうかの探索範囲を，Web
ページのタイトルのみとした時と，Web ページ
の本文全体とした時の，エントリの生成数を比

較した結果を表 1に示す． 
 

表	1	探索範囲とエントリ数の関係	

探索範囲 エントリ

数 
キーワー

ド数 *1 
キーワードあ

たりのエント

リ数 
タイトル 45,266 10,888 4.16 
本文全体 3,276,577 59,903 54.70 
*1キーワード数は重複を省いた数である． 
 
	 探索範囲がタイトルのみの場合，キーワード

ごとに結合されるハイパーリンクの数が平均 4
つ程度で，ユーザが興味のある Web ページのア
クセスの手助けとなりうると考えられる．しか

し，探索範囲が本文全体の場合，キーワードご

とに結合されるハイパーリンクの数は平均 50 以
上となってしまうため，多数のハイパーリンク

の中からユーザが興味のあるページにアクセス

することが困難になっていると考えられる． 
 
5.まとめ 
	 本論文では，RSS を利用して，日々追加され
ていく Web ページへのアクセスを可能にする
WIX システム用ライブラリの生成，自動更新を
可能にするシステムを実装し，提案した． 
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